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〔参考資料〕　矢作の里/わがふるさと やはぎ東/
やはぎ/矢作町の歴史/矢作橋のたもと/写真で
綴る矢作町五区60年/岡崎市史 矢作史料編/矢
作町誌（大正版）/矢作町誌/新編岡崎市史11史
料 現代/やはぎお宝マップ/矢作東小学校100周
年記念誌

〔表紙写真〕　上：矢作町から見た矢作橋と岡崎城/下：歌川広重『東海道五拾三次 岡崎・矢矧之橋』（国立国会図書館蔵）

〔作成委員会〕　今泉賢一/三浦德雄/八田導英/
畔柳昇/永田忠彦/鈴木隆雄/鈴木良博/清松治子/
白石和宏/湯谷和久/大原正義/川喜田隆司/鋤柄欣宥

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　34  矢作東学区まちものがたり 発行　2017年１月

　岡崎市制100周年記念事業の一環として「岡崎まちものがたり」を作成しました。地域が積み重
ねてきた歴史を振り返りつつ、さまざまな文化遺産、逸話、自然景観を地域の自慢として取り上げ
ました。学区の皆さんにとって、わがまちを見
つめ直すきっかけになれば幸いです。
　資料収集、写真撮影には作成委員の皆様に
ご尽力いただきました。また、作成にあたり
ご協力いただきました各位に対して、心より
厚くお礼申し上げます。

歴史と文化がかおる矢作の里

yahagihigashi

将
来
、

こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す

み
な
さ
ん
へ

平成 27年度
矢作中学校3年
岩本莉緒菜さん

矢作東小学校 PTA
大谷久美さん

平成 27年度
矢作北中学校3年
角谷隼人さん

平成 27年度
矢作東小学校6年
三浦大和さん

矢作東学区には矢作神社の森、
矢作川、日本武尊や浄瑠璃姫の
伝説など、素晴らしい自然や史跡
が多くあります。それらを100年後
の未来に受け継いでいきたいです。

浄瑠璃姫伝説や矢作神社で有名
な矢作東学区。歴史のある町で生
まれ育ったことを誇りに思っていま
す。それらを今後も継承できるよう
大切にし、みんなで環境保全に努
めていきたいです。

このまちには先人たちが培ってきた
ものがたくさんあります。私達の世
代は、良きものを次の世代にしっか
り伝え、託してゆく立場にありま
す。人のため、世の中のためを考え
て行動する姿はいつの時代も美し
いもの。学区の子どもたちにはそう
なってほしいです。

将来、車関係の仕事に就きたいと
思っています。環境にやさしい、新
しい車作りができたらいいなと考え
ています。僕たちの世代だけでなく
その次の世代のことも考えて、きれ
いなまち、住みやすいまちづくりに
関わっていきたいです。
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旧碧海郡矢作町役場
（昭和初期）

矢作東小学校に残る創立時の門柱操業開始当時の東洋レーヨン岡崎工場
（昭和35年）

開業当初からの駅舎だった改築
前の矢作橋駅（昭和48年）

矢作町に移転した県警第二交通機
動隊（昭和62年）

やはぎかんオープン記念式典
（平成20年）

市内初のエレベーター付き歩道橋 大正時代まであった矢作川の川舟。
後ろに見えるのは矢作橋33 2277 55 4466

 

学
区
の
あ
ゆ
み

　
矢
作
川
を
挟
ん
で
岡
崎
市
街
と
向
か
い

合
う
矢
作
東
学
区
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭

和
30
年
の
岡
崎
市
合
併
ま
で

へ
き
か
い
ぐ
ん

碧
海
郡
矢
作

町
の
中
心
地
区
と
し
て
役
場
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。
1
9
0
6
年
（
明
治
39
）
に

矢
作
町
・
長
瀬
村
・
志
貴
村
・
本
郷
村
・

志
賀
須
賀
村
・
中
郷
村
が
合
併
し
た
当

時
の
戸
数
は
2
1
0
0
戸
、
人
口
は
1
万

2
9
2
6
人
。
こ
の
と
き
全
町
に
32
の
大

字
が
制
定
さ
れ
、
現
矢
作
町
は
矢
作
第

１
区
（
中
乃
切
）、
第
２
区
（
東
中
乃
切
）、

第
３
区
（
西
中
乃
切
）、第
４
区
（
上
乃
切
）

に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
町

内
会
区
分
の
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）、
碧
海
郡
矢
作

町
は
岡
崎
市
に
合
併
。
こ
の
時
の
矢
作
町

の
戸
数
は
３
０
６
３
戸
、
人
口
は
１
万
５

９
３
８
人
。
大
字
は
町
に
な
り
、
学
区
は

矢
作
町
一
〜
五
区
、
暮
戸
町
、
北
本
郷
町
、

中
園
町
の
一
部
と
な
り
ま
し
た
。

 

矢
作
町
五
区
と

 

東
洋
レ
ー
ヨ
ン
岡
崎
工
場

　
名
鉄
矢
作
橋
駅
南
に
碁
盤
目
状
に
区
画

さ
れ
て
い
る
の
は
矢
作
町
五
区
で
す
。
こ

こ
は
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）、
東
洋
紡

績
株
式
会
社
が
工
場
用
地
と
し
て
買
収
し

た
場
所
で
す
。
し
か
し
、
戦
況
が
激
し
く

な
り
工
場
建
設
は
中
止
。
戦
後
間
も
な
く

の
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
）
頃
か
ら
土

地
購
入
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
り
、
住
宅

地
と
な
り
ま
し
た
。
矢
作
町
四
区
か
ら
独

立
し
て
「
矢
作
町
五
区
」
と
な
っ
た
の
は

1
9
5
3
年
（
昭
和
28
）
の
こ
と
で
す
。

　
五
区
に
隣
接
し
て
、
1
9
6
0
年
（
昭

和
35
）
に
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
岡
崎
工
場
（
現

東
レ
）
が
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
全
国

か
ら
何
千
人
も
の
人
々
が
学
区
へ
転
入
し

た
こ
と
で
矢
作
の
町
が
一
段
と
賑
や
か
に

な
り
、
大
き
く
発
展
す
る
き
っ
か
け
の
ひ

と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

一
八
七
二
年
▪
明
治
5 

矢
作
で「

は
な花

の
と
う撓

」
が
始
ま
る

一
八
八
九
年
▪
明
治
22 

町
村
制
の
実
施
に
よ
り
矢
作
村
、長
瀬
村
、志
貴
村
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

本
郷
村
、 

し 

か

志
賀  

す 

か 

須
香
村
、中
郷
村
の
6
か
村
と
な
る

一
八
九
三
年
▪
明
治
26 

町
制
施
行
で
矢
作
町
と
な
る

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

長
瀬
村
、志
貴
村
、本
郷
村
、志
賀
須
香
村
、中
郷
村
が
矢
作
町
に
合
併

一
九
一
五
年
▪
大
正
4 

矢
作
町
立
矢
作
第
四
尋
常
小
学
校
創
立…

一
九
一
六
年
▪
大
正
5 
こ
の
頃
、川
舟
で
の
輸
送
か
ら
陸
上
輸
送
に
変
わ
る…

一
九
二
三
年
▪
大
正
12 

愛
知
電
気
鉄
道
神
宮
前
ー
東
岡
崎
間
が
開
通
し
矢
作
橋
駅
開
業…

 

矢
作
町
商
工
会
設
立

一
九
三
五
年
▪
昭
和
10 

東
洋
紡
績
が
町
内
に
7
万
坪
を
取
得
し
工
場
用
地
と
し
て

 

埋
め
立
て
る（
後
に
戦
況
悪
化
に
よ
り
中
止
）

一
九
四
五
年
▪
昭
和
20 

岡
崎
空
襲
に
よ
り
矢
作
町
三
区
集
会
所
ほ
か
数
軒
が
被
災

一
九
五
一
年
▪
昭
和
26 

第
15
代
目
矢
作
橋
が
完
成

一
九
五
三
年
▪
昭
和
28 

学
区
内
の
国
道
1
号
が
開
通

 

矢
作
町
四
区
か
ら
名
鉄
線
路
南
側
1
5
0
余
戸
が

 

独
立
し
矢
作
町
五
区
が
発
足

一
九
五
四
年
▪
昭
和
29 

矢
作
町
四
区
の 

ひ
そ
こ
し
ゃ

竊
樹
社
よ
り
分
祀
し
矢
作
町
五
区
竊
樹
神
社
を
置
く

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30 

碧
海
郡
矢
作
町
が
岡
崎
市
に
合
併

一
九
六
〇
年
▪
昭
和
35 

東
洋
レ
ー
ヨ
ン
岡
崎
工
場
が
操
業
を
開
始…

一
九
六
八
年
▪
昭
和
43 

矢
作
町
三
区
の
祭
礼
山
車
が
岡
崎
市
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

 

（
1
9
7
3
年
に
矢
作
町
二
区
の
祭
礼
山
車
も
指
定
）

一
九
六
九
年
▪
昭
和
44 

矢
作
中
学
校
が
矢
作
川
河
川
敷
で
第
1
回
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
を
開
催…

一
九
七
二
年
▪
昭
和
47 

矢
作
マ
ー
ト
協
同
組
合
A
コ
ー
プ
矢
作
店
が
開
店

一
九
七
四
年
▪
昭
和
49 

石
田
茂
作
氏
が

は
い 

が 

と
う

廃
瓦
塔
を
建
立

一
九
七
八
年
▪
昭
和
53 

矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー
が
開
設
。矢
作
支
所
も
こ
こ
に
移
転

一
九
八
三
年
▪
昭
和
58 

矢
作
東
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
開
設

一
九
八
七
年
▪
昭
和
62 

愛
知
県
警
察
本
部
第
二
交
通
機
動
隊
が

 

大
平
か
ら
矢
作
に
移
転…

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

矢
作
橋
た
も
と
に「
出
合
之
像
」建
立

一
九
九
二
年
▪
平
成
4 

矢
作
東
学
区
こ
ど
も
の
家
が
開
設

一
九
九
九
年
▪
平
成
11 

矢
作
交
番
が
矢
作
橋
た
も
と
か
ら
矢
作
橋
駅
前
に
移
転

二
〇
〇
五
年
▪
平
成
17 

愛
・
地
球
博「
あ
い
ち
山
車
・
か
ら
く
り
総
揃
え
」
に

 

二
区
・
三
区
の
山
車
が
出
展

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
や
は
ぎ
か
ん
」開
館…

 

矢
作
支
所
も
矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー
内
か
ら
こ
こ
に
移
転

 

国
道
1
号
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
歩
道
橋
が
完
成…

二
〇
一
三
年
▪
平
成
25 

第
16
代
目
矢
作
橋
の
付
け
替
え
工
事
が
完
了

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

矢
作
東
小
学
校
創
立
1
0
0
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

11

11

44

22
33

88

55

6677

ま
ち
の
な
り
た
ち

矢
作
東
学
区

□人　口 12,542人
 男性 6,376人
 女性 6,166人
□世帯数 5,130世帯
□面　積 2.65㎢
[2016年7月1日現在]

d ata
碁
盤
目
状
に
区
割
さ
れ
た
矢
作
町
五
区
の
全
景

毎
年
恒
例
の
ア
ー
ス
ワ
ー
ク

（
写
真
は
平
成
24
年
）…

88

矢作町内の
東海道松並木
（昭和初期）
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豊
か
な
水
を
た
た
え
悠
々
と
流
れ
る
矢
作
川
。そ
の
中
流
に
位
置
す
る
矢
作
の
地
は
、古

く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。多
く
の
古
跡
を
有
し
、さ
ま
ざ
ま
な
伝

説
が
残
る
、不
思
議
で
楽
し
い
町
で
す
。

浄瑠璃姫伝説と「
はな

花の
とう

撓」で知られる。
詳しくは特集ページ参照。

せいがん  じ

誓願寺

ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ

矢
作
東
学
区

   北本郷神明社
室町以前よりあったと伝わる古社。
境内で三八市が開かれる

hh

   暮戸説教場（暮戸教会）
1792年（寛政4）設立。京都本願寺
と三河門徒との連絡や集会に使用

gg

   十王堂
誓願寺の門前にあり、1758年（宝
暦8）建立の「浄瑠璃姫菩提所」
碑が立つ

ff

　

 

矢
作
川
景
勝
の
碑

源
清
綱
の
詠
ん
だ
歌「
矢
作
川 

弓
張
月
の

か
げ
さ
し
て 

清
き
流
れ
に 

千
鳥
鳴
く
な

り
」が
刻
ま
れ
て
い
る

aa

　

  

光
明
寺

松
平
親
氏（
徳
阿
弥
）の
分
骨
塔
や
本
田
李

喬
の
句
碑
が
あ
る

bB
　

  

旧
柳
堂
寺
の
親
鸞
聖
人
像

親
鸞
聖
人
お
手
植
え
の
柿
の
木
が
あ
っ
た
。

旧
境
内
に
銅
像
が
建
つ

cc
　

  

寶
塔
さ
ま

彌
五
騰
社
境
内
に
あ
り
、1
8
2
8
年（
文

政
11
）の
洪
水
の
犠
牲
者
を
慰
霊
す
る

dd
　

  

廃
瓦
塔

学
区
出
身
で
仏
教
考
古
学
者
の
石
田
茂
作
氏

が
1
9
7
4
年（
昭
和
49
）に
建
立
。高
さ
10

m
の
七
重
の
塔

ee

矢
作
橋
杭
打
祭
礼
図

　
表
紙
の
浮
世
絵
は
歌
川
広

重
の
作
で
す
が
、こ
ち
ら
は

矢
作
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵

馬
に
描
か
れ
た
矢
作
橋
で
す
。

1
6
7
4
年（
延
宝
２
）、矢

作
橋
の
二
度
目
の
架
け
替
え

の
無
事
を
祈
願
し
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
、矢
作
橋
の
改
築

の
た
び
に
城
主
や
普
請
奉
行

か
ら
神
社
に
さ
ま
ざ
ま
な
寄

進
物
が
あ
り
ま
し
た
。

矢作市民センター矢作市民センター

境内にある五輪石塔。中央が浄瑠璃
姫の墓。左奥には兼高長者の墓も

親鸞聖人ゆかりの寺で「腰掛け石」がある。
徳川家康・信康親子の崇敬も厚かった。

しょうれん じ

勝蓮寺

室町時代に作られた獅子牡丹
文鎌倉彫香合

絹
本
著
色
蓮
如
上
人
像
。室
町
時
代

の
作
と
さ
れ
る

絹
本
著
色
徳
川
信
康
像
。唯
一
の
信

康
像
と
い
わ
れ
る

column

矢作公園矢作公園

中園熊野神社中園熊野神社 柳堂寺柳堂寺

矢作保育園矢作保育園

 はい が  とう

廃瓦塔と
曼荼羅庭園

 はい が  とう

廃瓦塔と
曼荼羅庭園

誓願寺誓願寺

四区竊樹社四区竊樹社

矢作東小学校矢作東小学校

十王堂十王堂

矢作東学区
こどもの家
矢作東学区
こどもの家

三
区
彌
五
騰
社

三
区
彌
五
騰
社

ほ
う
と
う

寶
塔
さ
ま

ほ
う
と
う

寶
塔
さ
ま

五区竊樹神社五区竊樹神社

一区八剱社一区八剱社

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付

歩
道
橋

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付

歩
道
橋

旧
碧
海
郡
矢
作
町

役
場
跡
地

旧
碧
海
郡
矢
作
町

役
場
跡
地

親鸞聖人像
（旧

りゅうどうじ

柳堂寺）
親鸞聖人像
（旧

りゅうどうじ

柳堂寺）

矢作東学区
市民ホーム
矢作東学区
市民ホーム

こうみょうじ 

光明寺
こうみょうじ 

光明寺

矢
作
神
社

矢
作
神
社

矢作川景勝の碑矢作川景勝の碑
堤防工事完成の碑堤防工事完成の碑
日本武尊陶像日本武尊陶像紫石の碑紫石の碑

二区八幡社二区八幡社
勝蓮寺勝蓮寺

矢作橋親柱矢作橋親柱

岡崎矢作
郵便局
岡崎矢作
郵便局

出合之像出合之像

矢作橋矢作橋

矢作中学校
アースワーク会場
矢作中学校
アースワーク会場

東
レ
岡
崎
工
場

東
レ
岡
崎
工
場

や
は
ぎ
か
ん

矢
作
支
所

や
は
ぎ
か
ん

矢
作
支
所

福
萬
寺

福
萬
寺

愛知県警察本部
第二交通機動隊
愛知県警察本部
第二交通機動隊

矢作幼稚園矢作幼稚園

暮
戸
神
社

暮
戸
神
社

暮戸説教場（暮戸教会）暮戸説教場（暮戸教会）

矢作中学校矢作中学校

北
本
郷
神
明
社

（
三
八
市
）

北
本
郷
神
明
社

（
三
八
市
）

北本郷町

中園町

暮戸町

矢作町

旧東海道

桜
井
道

安城街道

西消防署本署西消防署本署 名鉄名古屋本線

名鉄名古屋本線
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メダ川

源義経像と浄瑠璃姫像。一対で十王堂に祀ら
れた

矢
作
橋
駅

矢
作
橋
駅
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う

な

り

石　
　

　
あ
し
か
が
た
か
う
じ

足
利
尊
氏
と
矢
作
川
で
戦
っ
た  

に
っ
た
新
田

 

よ
し
さ
だ

義
貞
は
、や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と 

日
本 

武 

尊
の
故
事
に
な
ら
い

神
前
で
戦
勝
を
祈
り
ま
し
た
。す
る
と
突

然
、本
殿
前
の
石
が
う
な
り
だ
し
ま
す
。

「
こ
れ
は
神
の
ご
加
護
」と
意
を
強
く
し

た
義
貞
は
大
い
に
戦
い
、勝
ち
を
収
め
ま

し
た
。故
事
を
伝
え
る「
う
な
り
石
」は

矢
作
神
社
の
拝
殿
南
西
に
あ
り
ま
す
。

　
　
じ
ょ
う
る
り
ひ
め

浄
瑠
璃
姫
の
伝
説　
　

　
1
1
7
4
年（
承
安
4
）3
月
、牛
若
丸

（
源
義
経
）が
東
北
へ
の
旅
の
途
中
矢
作
の

里
を
訪
れ
、か
ね
た
か
ち
ょ
う
じ
ゃ

兼
高
長
者
の
娘
、浄
瑠
璃
姫

の
家
に
宿
を
取
り
11
日
ほ
ど
世
話
に
な

り
ま
し
た
。あ
る
日
の
夜
、一
室
か
ら
静

か
に
聞
こ
え
て
く
る
琴
の
美
し
い
音
色

に
ひ
か
れ
、持
っ
て
い
た
笛
で
吹
き
合

わ
せ
た
事
か
ら
、ふ
た
り
の
間
に
愛
が

芽
生
え
ま
す
。し
か
し
牛
若
丸
は
旅
立

た
ね
ば
な
ら
ず
、形
見
と
し
て
姫
に
名
笛

歴
史
と
文
化
を
受
け
継
ぐ
ま
ち
・
矢
作
東
学
区
の

地
名
の
起
こ
り
、
そ
し
て
名
前
が
取
り
持
つ
縁

祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
、大
切
な
た
か
ら
も
の

　
矢
作
東
学
区
は
古
来
の
歴
史
と
文
化
を

数
多
く
受
け
継
ぐ
古
式
ゆ
か
し
い
ま
ち
で

あ
り
、そ
れ
が
ま
ち
の
発
展
と
文
化
向
上

の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

神
社
仏
閣
に
は
ま
ち
の
「
た
か
ら
も
の
」

が
数
多
く
散
在
し
て
い
ま
す
。

　
市
指
定
有
形
文
化
財
に
は
絵
画
の「
け
ん
ぽ
ん
絹
本

ち
ゃ
く
し
ょ
く

著
色 
れ
ん
に
ょ
蓮
如 
し
ょ
う
に
ん

上
人 

ぞ
う像
・
絹
本
著
色
徳
川
の
ぶ
や
す

信
康

像
」（
勝
蓮
寺
所
蔵
）、工
芸
品
の「   

う   

ず 

が
た

雲
珠
形

ま
つ
だ
い
ら

松
平 

ち
か
う
じ

親
氏 

い
は
い

位
牌
」（
光
明
寺
所
蔵
）、「 

し
し 

獅
子

ぼ
た
ん
も
ん

牡
丹
文 

か
ま
く
ら
ぼ
り

鎌
倉
彫 

こ
う
ご
う

香
合
」（
勝
蓮
寺
所
蔵
）が
、

有
形
民
俗
文
化
財
に
は
祭
礼 

だ
し 

山
車
（
矢
作

二
区
・
三
区
所
蔵
）、矢
作
神
社
絵
馬
群（
十

二
点
、矢
作
神
社
所
蔵
）等
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
10
月
２
日
に
は
矢
作
神
社
例
祭

が
執
り
行
わ
れ
、祭
典
で
は

な
が
せ

長
瀬 

が
く
に
ん

樂
人 

か
い会

の
雅
楽
演
奏
と
と
も
に
浦
安
の
舞
が
奉
納

さ
れ
ま
す
。出
店
が
軒
を
連
ね
る
境
内
で

は
夜
に
な
る
と
奉
納
演
芸
大
会
が
催
さ
れ
、

の
ど
自
慢
や
子
ど
も
の
踊
り
、そ
の
ほ
か

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
盛
況
で
す
。

早
朝
よ
り
2
台
の
祭
礼
山
車
を
矢
作
神
社

へ
奉
納
。そ
の
後
は
町
内
を
曳
き
廻
し
、

お
囃
子
や
子
ど
も
に
よ
る
祭
礼
踊
り
が
華

を
添
え
ま
す
。当
日
は
市
内
外
か
ら
数
多

く
の
見
物
客
が
訪
れ
、山
車
が
町
の
中
央

に
さ
し
か
か
る
と
祭
り
は
最
高
潮
を
迎
え

ま
す
。

　
ま
た
、文
化
財
指
定
は
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、5
月
第
2
日
曜
に
は
時
宗
寺
院
の

誓
願
寺
で「
は
な花
の
と
う撓
」が
催
さ
れ
、境
内
の

お
堂
で
農
作
物
の
吉
凶
を
占
う「
お
た
め

し
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
同
時
に
釈
迦
の
花

祭
り
と
浄
瑠
璃
姫
の
供
養
も
あ
り
、旧
東

海
道
筋
に
は
出
店
が
数
多
く
並
び
ま
す
。

多
く
の
見
物
客
で
町
は
大
い
に
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

「
う
す
ず
み

薄
墨
」を
授
け
、矢
作

を
去
り
ま
し
た
。姫
は
、

添
う
に
添
わ
れ
ぬ
恋

に
悲
し
む
あ
ま
り
、つ

い
に
菅
生
川
に
身
を

投
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

長
者
は
姫
を
誓
願
寺

に
埋
葬
し「
十
王
堂
」を
建
て
ま
し
た
。

　
姫
の
没
後
、兼
高
長
者
の
屋
敷
に
あ
っ

た
紫
色
に
輝
く
庭
石
は
八
幡
社
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
が
、い
つ
の
間
に
か
地
中
深
く

埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い

 

学
区
に
ま
つ
わ
る
伝
説

矢
作
神
社

新田義貞ゆかりの「うなり石」
と地名の故事を伝える「矢竹薮」

「花の撓」当日の旧東海道のにぎわい二区の山車（左）は江戸時代末期の 1840 年、惣頭領・大山庄八によっ
て建造。三区の山車（右）は 1839 年、同じく大山庄八の作

1902 年（明治 35）に改築された拝殿 矢作東学区の表玄関「矢作橋」と「出合之像」。橋の上で野宿をしていた日吉丸（豊臣秀吉）。通りすがりの野武士に槍で
小突かれ、怒って槍を掴んだ。これが後の名将、蜂須賀小六との出合い…という物語が像のモチーフ

　
こ
の
地
は
古
く「

よ
も
ぎ
の
さ
と

蓬
里
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。「
古
事
記
」に
あ
る
第
十
二
代

け
い
こ
う

景
行
天
皇
の
時
代
、東
海
の
賊
を
平
定
す

る
た
め
当
地
を
訪
れ
た
日
本
武
尊
は
、戦

い
の
神
「
す
さ
の
お
の
み
こ
と

素
盞
嗚
命
」
を
お
祀
り
し
、
率

い
た

や
つ
く
り
べ

矢
作
部
に
矢
を
作
ら
せ
た
こ
と
か
ら

社
号
を
矢
作
神
社
と
称
し
、こ
の
あ
た
り

一
帯
を「
矢
作
」と
呼
び
習
わ
し
ま
し
た
。

　
当
社
に
は
矢
作
橋
改
築
の
た
び
に
岡
崎

城
主
か
ら
寄
進
物
が
あ
り
、矢
作
橋
改
築

に
ま
つ
わ
る
絵
馬
の
奉
納
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
で
活
躍
し
た「
巡

洋
艦

や
は
ぎ

矢
矧
」
の
艦
長
以
下
乗
組
員
一
同

の
崇
敬
が
篤
く
、艦
内
に
矢
作
神
社
の
分

霊
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

1
9
2
1
年（
大
正
10
）と
1
9
2
5
年
に

は
兵
員
一
同
の
正
式
参
拝
が
行
わ
れ
、艦

の
模
型
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

二
区
・
三
区
祭
礼
山
車

　
2
台
の
山
車
は
ほ
ぼ
同
一
の
造
り
で
、

上
の
屋
根
を
昇
降
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

二
層
構
造
。
高
さ
は
約
7
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
は
約
3
ト
ン
あ
り
、
10
月
2
日
の
矢
作

神
社
例
祭
に
合
わ
せ
二
区
・
三
区
合
同
で

旧
東
海
道
を
中
心
に
曳
き
廻
し
ま
す
。

　
二
重
の 

か
ら
は
ふ 

唐
破
風
に
は
そ
れ
ぞ
れ
彫
刻
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
区
の
山
車
の

お
に
い
た

鬼
板

は
牛
若
丸
が
鞍
馬
山
で
天
狗
に
武
道
を
学

ん
で
い
る
景
。
他
に
昇
り
龍
・
下
り
龍
・

か
え
る
ま
た

蛙
又
・
松
・

く
じ
ゃ
く

孔
雀
・

ほ
て
い

布
袋
等
が
あ
し
ら

わ
れ
て
い
ま
す
。
三
区
の
山
車
は
、
鬼
板

が
く
す
の
き
ま
さ
し
げ

楠
木
正
成
・

ま
さ
つ
ら

正
行
父
子
櫻
井
の
別
れ
の

景
で
、
他
に

げ
ぎ
ょ

懸
魚
の
三
羽
の

ほ
う
お
う

鳳
凰
を
は
じ

め
、
竹
に
虎
の
透
か
し
彫
り
、
力
士
像
な

ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
純

金
厚
箔
を
使
用
し
極
彩
色
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
幕
類
は
と
も
に
大
幕

し
ょ
う
じ
ょ
う

猩
々
を
使
用
。

ま
た
水
引
幕
は
、
二
区
は
本
金
糸
で
鳳
凰

と
き
り
ん
麒
麟
の
刺
繍
を
織
り
成
し
た
も
の
。
三

区
は
金
糸
・
銀
糸
を
用
い
て
龍
と
波
を
縫

い
取
り
、
眼
に
玉
を 

は 嵌
め
、
爪
に
銀
板
が

張
っ
て
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
華
麗
荘
厳
、

豪
華
絢
爛
た
る
も
の
で
す
。

1940年（昭和15）
の皇紀2600年を
記念して建立され
た日本武尊陶像
（1943年建立）

数
々
の
文
化
財
と

矢
作
神
社
例
祭

名
所
旧
跡
を
訪
ね
る

1921年（大正10）に奉納された
初代「矢矧」模型

浄瑠璃姫に授けられた名笛
「薄墨」（誓願寺蔵）矢作東小の東側の田んぼの中にある紫石伝説の地浄瑠璃姫の像（誓願寺蔵）
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